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１. はじめに  

再生アスファルト混合物（以下，再生混合物）を製造する際の混合方式は様々あるが，概ね加熱した再生骨材に

再生用添加剤を混合する場合が多い．しかしながら，混合時間が数十秒程度と短いことから，再生骨材中の旧アス

ファルト（以下，旧 ��）へ再生用添加剤が浸透し，性状を完全に回復しているかは不明である．そのため，再生用

添加剤の旧 ��への浸透性および再生骨材に再生用添加剤を添加し混合後の養生期間（以下，浸透期間）によって，

異なった混合物性状となる可能性がある．著者らはこれまでに，再生骨材から回収した旧 �� と再生用添加剤の浸

透性を評価し，再生用添加剤の成分によって浸透性が異なることを確認している ��．本検討では，再生骨材と再生

用添加剤の浸透期間によって，混合物性状にどのような影響を及ぼすかを評価したので報告する． 

 

２．試験概要  

試験概要フローを図-1 に，再生混合物の製造条件を表-1 に

示す．本検討では，再生骨材に再生用添加剤を添加後，��℃の

恒温室にて任意の期間�����������日�養生した．表-2 に再生用添

加剤の性状を示す．飽和分の多い潤滑油系の再生用添加剤（以

下，ナフテン系）と，飽和分が少なく芳香族分が多い再生用添

加剤（以下，アロマ系）の �種類を用いた．所定の浸透期間養

生し，再生骨材配合率 ��％で再生混合物を製造し，供試体を作

製した．混合物試験として圧裂試験，カンタブロ試験を行った．

カンタブロ試験は，供試体温度 ��℃，試験機内 ��℃，ドラム回

転数を毎分 ��回転とし，���回転させた． 

 

 

 

 

 

 

３. 試験結果および考察  

３.１ 空隙率の結果 

 再生用添加剤の浸透期間と空隙率の関係を図-2 に示

す．空隙率は再生用添加剤種によらず � 日目が最大とな

り，その後は低下する傾向が見られた．浸透日数の経過と

ともに締め固まりやすい混合物になっていると言える． 
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図-1 試験概要フロー 

・再生骨材温度:20℃
・再生用添加剤：2種類

・養生温度:20℃
・養生期間：0,2,3,7,14日

・恒温乾燥炉：130℃,2時間養生

①再生骨材に再生用添加剤を添加

②任意の期間の養生

③再生骨材の加熱養生

④再生混合物の製造・性状試験

表-1 再生混合物の製造条件               表-2 再生用添加剤の概要 

ナフテン系 アロマ系

0.97 0.92

設計針入度(1/10mm) 70 ｱｽﾌｧﾙﾃﾝ分 0.0 0.0

再生骨材配合率 60% レジン分 5.2 22.6

再生アスファルト量 5.70% 芳香族分 23.1 64.1

再生用添加剤の添加量 混合物質量に対して0.5% (%) 飽和分 71.7 13.3

混合物種類
再生密粒度

アスファルト混合物(13) 密度(g/cm3)

組
成

種別

図-2 浸透期間と空隙率の関係 
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３.２ 圧裂試験の結果 

再生用添加剤の浸透期間と圧裂係数の関係を図-3

に，圧裂強度の関係を図-4 に，圧裂変位の関係を図-

5 に示す．圧裂係数は，浸透期間の経過に伴いわずか

ではあるが低下した．再生用添加剤種による圧裂係

数の経時変化に違いは見られなかった．圧裂強度は，

浸透期間や再生用添加剤種によらず一定であった．

圧裂変位は，ナフテン系が浸透期間 � 日目から増加

し始めるのに対して，アロマ系は � 日目から変位が

増加した．圧裂変位が増加するまでの浸透期間に違

いが表れた要因として，芳香族分を多く含むアロマ

系の再生用添加剤が，より旧 �� 内部への浸透性が

高かったことから，早期に変位が増加したものと考

えられる．これは，既往研究の旧 ��と再生用添加剤

の浸透性結果とも一致する ��． 

 

３.３ 高温カンタブロ試験による損失率の結果 

再生用添加剤の浸透期間と高温カンタブロ損失率

の関係を図-6 に示す．損失率は，浸透期間や再生用

添加剤種によらずほぼ一定であった．既往の研究に

よれば，再生混合物の繰り返し再生が進むにつれて

損失率が高くなることが確認されている ��．本検討

に用いた再生骨材は，繰り返し再生の頻度が比較的

少ないことから，損失率自体が低くその変化も小さ

いため，浸透期間による違いが見られなかったと考

えられる． 

 

４. まとめ 

再生骨材への再生用添加剤の浸透期間を長く設

けることで，締め固めやすくなり，圧裂強度は一定の

まま圧裂変位が増加していく傾向が見られた．この

傾向は，芳香族分が多い再生用添加剤のほうがより

早期に効果が表れることを確認した．今後は，再生骨

材に再生用添加剤を混合する際の最適温度やアスフ

ァルトプラントで実現可能な再生方法について検討

していく予定である． 
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図-3 浸透期間と圧裂係数の関係 

図-4 浸透期間と圧裂強度の関係 

図-5 浸透期間と圧裂変位の関係 

図-6 浸透期間とカンタブロ損失率の関係 

図-5 浸透期間と圧裂変位の関係 
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